加 利福 尼 亜の 宝島 

(お 伽 冒険談) 



国 枝史郎 



あずき じ ま 

「小豆 島紋 太夫が 捕らえられ たそうな」 

「いよいよ 天運 尽きた と 見える」 

「八幡 船の 後胤 もこれ でい よいよ 根絶やし か。 ちょつ 

と 惜しい ような 気 もす るな」 

「住吉 の 浜で 切られる そうな」 

「末代までの 語り草 じ や、 これ は 是非とも 見に 行かず 

ばなる まい」 

おさ さいご 

「あれほど 鳴らした 海賊の 長、 さぞ 立 派な 最期 を と げ 

よう ぞ I 



ざり ませぬ」 

「うむ、 しからば どういう 意味 じ やな？」 

「自由に 海が 眺められ るよう、 海に 向かった 矢来 だけ 

お取り払い ください 〔# 「ください」 は 底本で は 「くだい 匕 

ますよう」 

「自由に 海 を 眺めたい というの か」 

「はい さようで ございます。 高手小手に 縛され た 私、 

矢来 をお 取り払いく だされた とてとう てい 逃げる こと 

は 出来 ませぬ」 

「警護 の 者 も 沢山い る。 逃げ ようとて 逃がし はせ ぬ。 

…… 最後 の 願、， 'じ や 聞き届け て 進ぜる」 



行 も 我ら 眷族の 者 ども を 一 網 打尽に 捕らえよう とてぐ 

すね 引いて 待って いる 由、 危険 千万で ござる ゆえ、 大 

坂 上陸 はお 止めな されと な。 しかし 頭領 は 聞かれな 

かった。 —— 近頃 南洋の ある 国より ある 地理 書 を 城代 

まで 献上 致した 風聞 じ や。 是非とも 地理 書 を 奪い取り、 

書かれた 中身 を 一 見せねば この 紋 太夫 胸が 治まらぬ I 

I こう 云って 無理に 上陸した ところ、 はたして 町奉行 

たば めしと 

手附 きの 者に、 騙 かられて 捕 縛られ、 無残に も 刑死 を 

とげられた のじ やよ」 

二 



「メキシコ？ メキシコ？ 聞かぬ 名 じ や」 

十 平 太 は 眩いた。 

「そこに 一 つ の 湾が ある」 

「大きな 湾で > ざいましょう な？」 

「日本の 九州よ リ 大きい そうじゃ。 湾の 名 は 

加 利福 尼 亜と いう」 

「加 利福 尼 亜 湾で ございま すかな」 

「そこに 一 つの 島が ある そうじゃ。 チ ブロンと いう 島 

じ やそうな。 宝 は そこに 隠されて あるの じ や。 み 

んな 地理 書に 記されて ある」 

「どのような 宝で ございましよ うな？」 



チ ブロン 島と ド— ム 地帯と は 小 地獄と いう 海峡 を距 

てて ほとんど 真っ直ぐに 向かい合 つていた。 その 距離 

一 里と いうの だから、 互いの 顔 さえ 解りそう である。 

その ド ー ムの深 林の 中に 天幕が 幾 十と なく 張って 

あった。 大 英国の 探険 家ジョ ー ジ • ホ— キン 氏の 一 隊 

で、 これ もや はり チ ブロンの 大 宝庫 を 探し 当てよう た 

め、 遠征隊 を 組織して 今から ちょうど 一 月 ほど 前から 

U そ たむ う 力が 

窃かに ここに 屯ろ して 様子 を 窺 つてい るので あった。 

こがね こむらさき 

熱 国の 夕暮れの 美し さ。 真紅 黄金色、 濃紫 落ちる 

太陽に 照らされて、 五彩に 輝く 雲の 峰が、 海の あなた 

に むら 立ち 昇り、 その 余光が 林の 木々 天幕の 布 を 血の 



しみ かまど 

帽子に 着いて いる 血の 染と、 急斿 えの 石の 竈 と、 そ 

わき 

の 傍に 落ちて いた セリ • イン デャ 人の 毒矢と を 見れば、 

ジョン 少年の 運命 は 知れる。 チ ブロン 島の 土人 どもが、 

こっそり ここへ 上陸し、 竈 を 作り 焚火 を 焚き、 遠征隊 

ひそ 

の 動静 を 密かに 窺って いたと ころへ、 ジョン 少年が 

やって来 たの だ。 そうして 殺されて 食われた の だ。 

ジョ ー ジ. ホ ー キン 氏の 悲しそう な 様子 は、 部下の 

者 達 を 皆 泣かせた。 獅子で あろうと 虎で あろうと ビク 

ともしない 大 冒険家 も、 肉親の 情に は 堪えられな いと 

むせ 

見え、 顔 も 上げえず 咽んで いる。 

その 時、 遙か 北の方から、 大砲の 音が 聞こえて 来た。 



一 同 は 驚いて 耳を澄ました。 

すると また 一 発 聞こえて 来た。 

にわかに ホ ー キン 氏 は 奮い立った。 

「ド— ム へ！」 

と 一 声 号令 を 下す と、 元来た 方へ 一 散に、 先頭に 立つ 

て 走り出した。 

ド ー ムの 露営 地まで 来て 見る と、 別に 変わった こと 

もない。 H< 幕 も そのまま 立って いる。 捜索隊 も 帰って 

来て いる。 北へ 向かった 一隊 だけが まだ 帰って いな 

かった。 

ものの 半時 間 も 経った 頃 その 一 隊も 帰って来た。 



なつめ 

椰子 や 芭蕉 や 棗 の 木な どに こん もりと 囲まれた 広 庭 

は 彼ら 土人 達の 会議所で あつたが、 今や 酋長の オン 

とうとう ふる 

コッコ は、 一段 高い 岩の 上に 立って 滔々 と 雄弁 を 揮つ 

ている。 

「 …… 俺達の 国 は 神聖 だ。 俺達の 国土 は穢れ ていない。 

俺達の 国土 はかって 一 度 も 外敵に 襲われた こと はない。 

きれき せ い 

…… 俺達の 国 は 金持ち だ。 黄金、 真珠、 輝 瀝青、 それ 

から 小判 大判が 山の ように 隠されて ある。 俺達 セリ - 

イン デ アン は、 祝福され たる 神の 児 だ。 そうして 俺達 

のこの 国 は その 神様の 花園 だ。 それ だのに 無礼に もこ 

の 俺達と、 俺達の 大事な この 国と を、 征服し ようとす 



「不思議な 帆船で ございます。 見た こと もない ような 

不思議な 船！」 

「どんな 人間が 乗り組んで いたな？」 

「それが 不思議な の で ) /ざい ま す。 私達 と 大変 似 て お 

ります」 

「肌の 色 はどう だ 白い かな？」 

「いえ、 銅色 でございます」 

「そうか、 そうして 頭の 髪 は？」 

「それ も 私達と 同じように 真 つ 黒な 色 をして おり ま 

す」 

「なるほど、 晻 達と 同じ だな」 



けて はいない。 

「証拠と 申して 何もない が、 東邦 人に は 相違 ござらぬ」 

こうぜん 

十 平 太 は 昂然と 云う。 

「それ は それと して 何 用あって 我らの 国へ は 参られた 

な？」 オン コッコ は 突っ込んだ。 

まじわり 

「交際 を 修め 貿易 をな し 利益 交換 を 致したい ために」 

「東邦 人に 相違な くば、 祖先より 伝わる 数 連の 謎 語と、 

固く むす ぼれ た 不思議な 紐と を、 何より 先にお 解きく 

だされい。 修交 貿易 は その後の ことで ござる」 

「はは あさよう か、 よろし ゆう ござる。 一旦 船中へ 

おんたいしょう 

取って返し、 御 大将に 申し上げ、 改めて 再 S 参る こと 



に 致す」 

こう 云い 残して 十 平 太 は 湾の 方へ 帰つ て 行った。 

ゴ ー も 一 緒に 従いて 行く。 どうやら ゴ— は 土人な どよ 

り 東邦 人の 方が 好きに なったら しい。 

翌日 数十 人の 東邦 人が 土人 部落へ やって来た。 小豆 

島紋 太夫と 十 平 太と が 部下 を 従えて 来たので ある。 と、 

酋長の オン コ ッコ はこれ も 部落 中の 土人 を 従え 例の 広 

場へ 出張って 来た。 

「拙者 は 小豆 島紋 太夫。 東邦 人の 頭領で ござる」 

「拙者 は オン コッコ と 申す もの。 チ ブロン 島国の 酋長 

で、》 j ざる」 



「起きろ 起きろ バタ チ カン」 こう 云 つ て 肩 を 揺すぶ つ 

た。 

バタ チ カンと 呼ばれた 老 土人 は、 眼 を 覚まして ムッ 

クリ 起き上が つたが、 

「おお これ は 酋長 様で」 

「こやつい つたい 何者 だな？」 ジョン 少年 を 指差した。 

ョ In ッ。 ハ 

「ああ その子 供で ございま すかな。 欧羅巴 人の子 供 だ 

そうで」 

「それで は 俺達の 敵で はない か」 オン コッコ は 顔 をし 

かめ、 

「いったい どこから 捕らえて 来たの だ？」 



「はは あそれ では その 剣 を 持つ て 参れと 云われる の 

か」 

「さよう」 と オン コッコ は 頷いた。 

「いと 容易い ことじ や。 すぐに 参ろう」 

こう 云う と紋 太夫 は 社殿から 下りて 林の 中へ はいつ 

て 行った。 

彼はズ ン ズ ン 進んで 行く。 

「はは あこれ だな」 

と 眩きながら、 大 岩の 前に \ィ ん だの は、 それから 

三時 間 も 経った 後で、 永い 永い 南国の 日 も 今 は 暮れて 



夜と な つ ていた。 

彼の 眼前に 大 岩が —— 大 岩と いうより 岩山が、 高さ 

が が どうどう そび 

数十 丈 広さ 数 町、 峨々 堂々 として 聳えて いたが、 正面 

に 一 つの 口が あって そこから 内へ はいれる らしい。 

たいまつ 

「内 は 暗い に 相違 あるまい。 松 火 を 作る 必要が ある」 

紋 太夫 はこう 思って、 枯れ枝 を 集めに 取リ かかった。 

やがて 松 火が 出来上がる。 i 石 を 打って 火 を 作る。 松 

火 は焰々 と 燃え上が つ た。 

いわや なか 

で、 紋 太夫 は 元気よ く、 しかし 充分 用心して 窟 の 内 

へ はいって 行った。 道が 一筋 通じてい る。 その 道をズ 

ンズン 歩いて 行く。 



行く にした が つ て 次々 に ほとんど 無 際限に 辻が 現われ 

た。 そうして 全く 不思議な ことに は、 二、 四、 八、 十 

六と いうよう に、 枝道の 数が 殖える のであった。 こう 

してとう とう 十回 目の 辻の 前へ 立った 時、 彼 はすつ か 

り 当惑した。 一千 〇 二十 四 本の 枝道が 別れて いるで は 

X」 ヽゝ 

レカ！ 

「むう、 さて は 迷宮 だな」 初めて 彼 は 気が付いた。 

「うかう か 先へ は 進まれない。 今のう ちに 引つ 返す こ 

とに しょう」 さすがの 彼 も 心細くな リ、 元来た 道へ 引 

き 返そうと した。 しかし その 時 彼 は 一 層 当惑せ ざる を 

得なかった。 どれ も、 これ も 同じような 道で ある。 今 



I 妾 は 巫女で ございます。 ここが 妾の 住み家な ので 

す」 こうよう やく 答えた ので ある。 

「拙者 は 東邦の 人間で) J ざるが、 計らず 洞 中 へ 迷い 入 

り、 帰りの 道 を 失って ござる。 あなたの ご 好意 を もち 

まして 洞窟 外へ 出る を 得ましたら 有難き 仕 合せに 存じ 

ます」 

「それ はとうて い 出来ますまい」 

これが 巫女の 返辞であった。 

「それ はまた 何故で ござ リま すな？」 

「何故と 申して この 妾 も、 やはり 出口 を 存じ ませぬ 

ゆえ」 



「おおあな たも ご存じない？」 

「はい 妾 も 存じ ませぬ。 物心つ いた その 頃から 妾 は 

ずっと この 洞 内に 起き伏しして おる ので) J ざ います」 

「食物 もな く 水 もな くどうして 活き てお いでな さる 

な？」 

「いえい え 水 も 食物 も、 運んで くださる 方が) J ざ り ま 

す」 

「それ は 何者で ござる かな？」 

「妾 は 一 向 存じ ませぬ」 

「ご存知な いとな、 これ は 不思議」 

つぼが みさ ま 

「きっと 妾のお 仕えして いる 尊い 尊い 壺 神様が お運び 



飾り その ある 者 は 鳥の 羽根 を附 け、 その ある 者 は 髑髏 

を 懸け、 そうして ほとんど 一 人 残らず 毒矢 を 入れた 

菔 I を 負い、 手に 半弓 を 握って いる。 

「随意 打て！」 とホ— キン 氏 は、 全軍に 令 を 下して 置 

いて 自分 も 銃の 狙い をつ けた。 

パン、 パン、 パンと いう 小銃の 音 は、 忽ち 諸方から 

響き渡り、 その 音に 連れて 土人 ども は 見る見る バタ バ 

タ と仆れ たが、 彼ら も 獰猛の セリ • イン デ アン、 容易 

に 退こうと はしなかった。 草に 伏し 木に 隠れ 岩を楣 

にし 頻々 と 毒矢 を 飛ばせて 来る。 

その 時、 今度 は 丘の 方から ヮ— ッ という 声が 聞こえ 



声な ど は 聞こえようと もしない。 

「それで はや はり 空耳 かな？」 疑が いが 心に 起こった 

時、 

「お 父 様！ お 父 様！ 早く 来て ください！ 土人が 

私 を 殺します！ 恐ろしい お 父 様！」 

こう 呼び立てる ジ ョ ンの 声が 林の 奥から 聞こえて 来 

た。 

「おお ジョン か、 すぐ 行く ぞょ！ 土人が お前 を 殺 

なぐ 

すって P その 土人 を撲 つて やれ！ お 父 様 はすぐ 行 

くから な！ その 土人 を撲 つて やれ！」 

さえぎ 

ホ— キン 氏 は 夢中で 藪 を 分け、 遮る 木立ち を 押し 



のけ 押しの け 奥 を 指して 走り出した。 

「お 父 様！ お 父 様！ 早く 来て ください！ 土人 は 

刀 を 抜きました。 私の 胸へ 差し 附 けました！」 

「神様 神様お 助けく ださい！ おお ジョンよ すぐ 行く 

ぞょ！ その 土人 を撲 るが いい！ その 土人 を 蹴って 

やる がいい！ どこに いる？ どこに いる？ ジョン 

よど こにいる の だ £:」 

云い 云い 奥へ 走って 行く。 

「お 父 様。 私 は 殺されます！ 土人 は 毒矢 をつ がえ ま 

くび くく 

した。 私の 頸 を 括って います！」 

そうい う 声 はだんだ ん 幽かに だんだん 奥へ 遠 ざ か つ 



うべ くもなく、 見る 間に ホ— キン 氏 は 縛り上げられた _ 

「むう、 さて は 計略だった のか」 

初めて 気が 附 いた ホ— キン 氏 は、 牙を嚙 むば かりに 

怒った が、 縛られた 今 はどうす る こと も 出来ない。 

喜んだ の は 土人 達で、 彼ら は 彼らの 言葉 を もって 戦 

勝の 歌 を 唄いながら、 捕虜 ホ— キン 氏 を 引つ 立てた。 

からすむぎ や し 

麦と 燕麦と 椰子の 実と 

俺ら の 神様へ 捧げよう 

係 蹄に かか つ た 敵の 捕虜 

神様の 犠牲に 捧げよう 

肉 ま 肉、 ま 骨 



バ ラバ ラ にして 食 おうじゃ ねえ か。 

ち. &、 ち. &、 ち. &、 

txs 4d Jxs 4d 

捕虜 を 殺せ！ 

十一 

チ ブロン 島の 夜が 明けて 遠征隊 は 起き 上がった が、 

隊長 ホ ー キン 氏の 姿が 見えない。 

「きっと 朝の 散歩だろう。 林の 中へ でも 行つ たんだろ 

う」 

彼ら は 互いにこう 思って たいして 心配 もしなかった 



「それ 敵め が 現われた ぞ！ 毒矢 を 射ろ 毒矢 を 射 

ろ！」 

土人 ども は 狼狽し、 右往左往に 立ち迷いながら も そ 

こ は 勇敢な セリ. イン デ アン、 襲い 来る 敵に 立ち向か つ 

た。 

その 時 またも 林の 中から ドッ とば かりに 鬨の声が 上 

り、 ひとしきり 征矢が 飛んで 来たが、 忽ち 人影が 現わ 

れ 出た。 

さき あと 

先に 立った は 来 島 十 平 太で、 後に 続いた のはゴ ルド 

ン 大佐、 そうして その後から 雲霞の ように 続々 として 

現われ かで たの はゴ ルドンの 引率した 二十 人の 兵と、 



十 平 太 〔# 「十 平 太」 は 底本で は 「十 兵 太 匕 の 率いた 二百 

人の 武士、 しめて 二百 二十 二人、 日英 同盟の 勇士 達で 

あった。 

十二 

こ つ ぜん 

ところで どうして これらの 勇士 達が 忽然 こ こへ 現わ 

れ 出で 土人に 向かって 攻撃 を 開始し、 ホ— キン 氏 親子 

の 危ぃ命 を、 間一髪に 止めた かとい うに、 それに は 次 

のよう な 経路が ある。 

ゴ ルドン 大佐 はホ ー キン 氏の 命で、 日本の 海 豪 小豆 



あ. I こ）' 

眩き 眩き ホ— キン 氏 は 四辺の 様子 を 探ろうと して 

そ つ と 立ち上が つ て 歩いて 見た。 

「これが 右 だ。 石の 壁ら しい。 …… これが 左 だ。 や は 

り 石 壁 か。 …… これが 正面。 これ も 石の 壁 だ。 …… さ 

ラ しろ 

て 背後 はどうだろう？ やはり 石 壁 じゃある ま い か 

な？」 

うしろ 

で、 背後へ 手 を やって 見た。 スべス ベと して 酷く 冷 

たい。 石ではなくて 鉄の 壁ら しい。 

「鉄と あって は 石 壁より まずい。 おや、 待てよ、 変な 

ものが ある ぞ。 …… や、 これ は 金の 錠 だ！」 

力 を こめて 捻じって 見た。 金が 腐って いたので あろ 



う、 何ん の 苦 もな く 捻じ 切れた。 とたんに 鉄の 扉が 

ギ— と 開いて 冷たい 風が 吹いて 来た。 

どうやら 道で も あるら しい。 

十三 

、- わ- G- 

窟の中の 生活に は 昼 もなければ 夜 もない。 いつも 

四辺 は 闇で ある。 その 闇々 たる 窟の中で、 土人の 巫女 

たきび あずき じ ま 

を 話し相手 として 焚火の 火で 暖を 取り、 小豆 島 紋大夫 

は 日 を 送った。 

てまね お ぼっか 

会話と 云っても 手真似で ある。 その 覚束ない 手真似 



っぽが みさ ま 

を もって、 ようやく 紋 太夫が 聞き出し たの は、 壺 神様 

の 事で ある。 

「この 窟の 奥、 五 里 も 八 里 も 隔たって いる 遠い 遠い 窟 

の 奥に、 壺 神様の 神殿が おありな さるので ございます。 

そうして そ- J に は 蛇 使 いの 恐い 恐 い お婆さんが、 沢山 

の 眷族 を 引き連れて、 住んで いるそう でございます。 

つるぎ 

壺 神様の ご 神体 は 剣 だそう でございます。 それ もた 

だの 剣で はなく、 活き剣 だそう でございます。 物 を 

云ったり 歌 を 唄ったり 歩いたり する そうで ございます。 

恐 い 蛇使い のお 婆さん は、 神主な の で ござ います」 

これが 巫女の 話であった。 紋 太夫 は 早く も 感付いた。 



「土人 酋長 オン コッコ めが、 俺に 取って来 いと 云った 

の は、 この 活き 剣の 事だった のか。 取って来いなら 

取っても 来よう。 活き 剣と は 面白い」 

てまね みこ 

で、 手真似で 巫女に 訊いた。 

「壺 神様の 神殿へ はどう 行ったら よいの かね？」 

「奇数、 偶数、 奇数、 偶数と、 こう 迪 つてお いでに な 

れば、 参られる そうで は ございま すが、 しかし 行く 事 

は 出来ますまい」 

「何故 行く ， J とが 出来ない な？」 

「行く 道々 悪者 どもが 蔓延 つてい るそう で ございま 

す」 



「とにかく 私 は 行く ことにしよう」 

「これまで 沢山の 人達が その 活き剣 を 取ろうと して、 

幾度 行った か 知れ ませぬ。 けれど そのうち 一人と して 

帰って来た 人 は ござり ませぬ。 恐ろしい 所で ござ いま 

す。 決してお いでなさい ますな」 巫女 は 熱心に 止める 

のであった。 

「私 は 東方の 君子 国 日本と いう 国の 侍 じ や。 恐ろしい 

という こと を 知らぬ 者 じ や」 紋 太夫 は カラカラと 笑い 

r 一 旦行 くと 云 つたから はどうで も 一 度 は 行かねば な 

さむらい み こ 

らぬ。 これが 武士の 作法な のじ や。 巫女 殿 まことに 申 

たいまつ 

しかねる が、 一 日 分の 食糧と 松 火と を 頂戴 出来まい か 



な」 

「どうで もお いでな されます か」 

「活き 剣 を 手に入れ てき つ と 帰 つ て 参ります るぞ」 

そこで 松 火と 食物と を 巫女の 手から 貰い 受け、 紋太 

夫 は 元気よ く 出立した。 

ものの 十 町と 行かない うちに 無数の 枝道が 現われた。 

たど 

「奇数、 偶数、 奇数、 偶数、 こう 迪れ ばいい の だな。 

一 は 奇数 だ、 云う まで もな くな。 …… 一 の 道 を 行って 

やろう」 

一番手 近の 枝道 を 彼はズ ンズン 進んで 行った。 とま 

た 無数の 枝道へ 出た。 今度 は 手近から 二番目の 道 を I 



I 偶数の 道 を 進んで 行った。 奇数、 偶数、 奇数、 偶数、 

これ を 繰り返し 繰り返し 紋 太夫 は 先へ 進む ので ある。 

あん あん たいまつ 

行く手 は 暗々 たる 闇で あつたが 手に 松 火 を 持って い 

るので 道 を 間違える 心配 はない。 

半 刻 余り も 歩いた 頃、 遙か 行く手の 闇 を 染めて 

薔翫 色の 光が 射して 来た。 

「はは あ、 何者かい るら しい。 いずれ 悪者の 仲間で あ 

ろう」 

眩 きながら 紋 太夫 は 足早に そ つちへ 進んで 行った。 

はたして 一 人の 大男が、 狭い 坑道に 立ちはだかり、 

ごうぜん たきび 

豪 然と 焚火に 当たって いたが、 紋 太夫 を 見る と、 手 を 



て 見せる」 

「腕ず くで は 駄目 だ、 智 恵で 通れ」 

「おお 面白い。 何でも 尋ねろ。 紋 太夫 即座に 答えて 見 

せる」 こう 云う と ボンと 胸 を 打った。 

「それ 訊く ぞ。 答えろ よ」 大男 は ニヤ リと 笑った。 

「使えば 使う ほど 殖える もの は 何んだ？」 

「へん、 べらぼうめ。 そんな 事 か。 他で もね え 人間の 

智恵 だ。 さあ ドシ ドシ 訊く がいい」 紋 太夫 は大 得意 だ。 

「形がなくて 声が ある、 早く 走る けれども 足がない。 

これ は 何んだ、 当てて 見ろ」 

「いよいよ 益， A 愚劣 だな。 それ は 風と 云う もの だ。 さ 



い。 アツ ハハ ハ」 と龃け 過ぎる。 

「いやはや 馬鹿な 奴で は ある。 うまく 一杯 食いお つた 

わい」 

たいまつ 

こう 心地 よげ に 眩きながら、 松 火の 光で 道 を 照らし 

先へ 先へ と 進んで 行った。 

とまた 遙か 行く手に 当つ て 蒼白い 光が 見えて 来た。 

せむし としょ リ 

近付く ままに よく 見れば、 肥えた 倔 僂の 老人が 岩に 一 

うしろ く ほざら 

人 腰掛けて いる。 背後の 岩壁 を 刳り抜いて そこに 灯 皿 

が 置いて あつたが、 そこで 灯って いる 獣 油の 火が 蒼然 

あたり さま 

と 四辺 を 照らして いる 態 は、 鬼々 陰々 たる ものである _ 

と 見る と 老人の 足 もとに 深い 穴が 掘つ て ある。 



この 時 忽然 彼の 心へ、 老人の 姦計が 映って 見えた。 

「うう むそうか。 よく 解った。 そっちが そういう 心な 

ら、 こっち は その 裏を搔 いて やろう」 

としょり 

つと 紋 太夫 は 片足 を 老人の 前へ 突き出した。 とたん 

に 老人 は 膝 を 突き、 その 足首 を摑ん だが、 真つ 逆さま 

に紋 太夫 を 穴の 中へ 投げ込もう とした。 

れつ ぱく ほとば 

「えい！」 と 云う 裂帛の 声、 紋 太夫の 口から ※ 〔# 「し 

せむし 

ん にゅう + 奔」、 189-5U しると 見る や、 倔 僂の 老人の 小 

さい 体 は、 幾 十 丈 幾 百 丈、 底の 知れない 穴の 中へ もん 

どり 打って 蹴落と された。 

のろ ざま 

「人 を咒 わば 穴 一 一つ、 い い 気味 だ、 態ァ 見ろ」 



じっと 穴の 中 を 見込んだ が、 文目 も 知れぬ 闇の 底 か 

ら 冷たい 風が 吹いて 来る ばかり、 老人の 姿 は 見えな 

かった。 

「なるほど 巫女の 云った 通り、 小気味の 悪い 悪人 ども 

が 到る 所に 蔓延って いる わい」 —— 油断 は 出来ぬ と 心 

たいまつ 

を 引き締め、 松 火の 火 を 打ち 振リ 打ち 振り 紋 太夫 は 進 

んで 行く。 

奇数、 偶数、 奇数、 偶数！ I 幾 百ない し 幾千 本、 

どれほど 枝道が 現われようと、 彼 は 驚き はしなかった。 

奇数、 偶数 と 行き さ え すれば 迷う 心配がない からで あ 

る。 



「おお ここに は 日本人が いる！ ここ はいった いど こ 

だろう？」 

夢に 夢見る 心地と 云う の はこの 時の 紋 太夫の 心持ち 

であろう。 歌声 は 益ぶ はっきりと、 益 M 美しく 聞こえ 

て 来る。 紛れ もない 日本の 歌 だ。 

「ここ はい つたい どこだろう」 

紋 太夫 は感 にたえ 思わず 繰り返して 眩いた。 しか 

り！ ここ は どこ だろ、 つ 9- 

壺 神様 を 奉安した 神秘 崇厳 の 神 境な ので ある！ 

壺 神様と は 何物 ぞ？ それに は 一 場の 物語が ある。 



祭壇が 築かれ 薪 木が 積まれ 犠牲 を 焚く 日が やって来 

た。 八 歳の 壺 皇子が それ と は 知らず 嬉 々として 祭壇 へ 

上った 時 火が 薪 木へ 掛けられた。 しかし 神 は 非礼 を受 

つ るぎ 

けず 忽ち 奇蹟 を 現わされた。 忽然 巨大な 一 振りの 剣 

が 雲の 中から 現われ出 たが、 まず 継母の 首 を 斬り、 次 

いで 壺 皇子 を 束へ 乗せ、 どこと も 知れず 翔け 去った の 

である。 

剣 は 皇子 を 乗せた まま チ ブロン 島まで 翔けて 来たが、 

、-ゎ や 

そこで 一旦 地上へ 下リ、 さらに 虚空 を 斜めに 飛び 窟 

の 中へ 飛び込んだ。 

この 神秘 境へ 来たので ある。 



若者の 後に 従って 紋 太夫 は 家内へ はいつ て 行った。 

はいった 所に 部屋が あり、 部屋に は 無数の 土人が いた。 

ガヤ ガヤ 喚きながら 酒 を 飲んで いる。 残忍 酷薄な 表情 

をした 見る から 恐ろしい 土人 どもで ある。 

それから さらに 二 つ 三つ 大きな 部屋 を 通った が、 や 

がて 通された 部屋 を 見る と、 別に 変わった こと もない。 

床と 天井と が 石で 出来て いる。 床に 巌 丈な 寝台が ある。 

tr ま ま ん 

寝台の 側に 卓が ぁリ、 その上に 書物が 載せて ある。 羊 

皮 紙で 作った 厚い 書物で、 表紙に は 漢文 字で 「明 智篇」 

と 記されて ある。 

「はてな」 と 眩く と紋 太夫 はまず 寝台へ 腰を下ろし、 



ま ん 

それから 書物 を 取り上げた。 書かれて あるの は 漢文で 

あった。 

はんたい しゅんぎ さしはさ 

「范邸 は 浚 儀の 令たり。 二人 絹 を巿に 挟 み 互いに 争 

う。 令 これ を 両断し 各 M 一 半 を 分ち て 去らし め、 後人 

ひそ 

を 遣わして 密かに これ を 察せし む。 一 人 は 喜び、 一 人 

いきどお 

は 慍 る 色 あり。 ここにお いて 喜ぶ 者 を 捕らう。 はた 

して 賊也」 

りけい ようしゅう 

「魏の 李 恵、 雍州 に剌史 たり、 薪 を 負う 者と 塩 を 負う 

たん ゆる 

者と あり。 同じく 担 を 弛めて 樹 蔭に 憩う。 まさに 行か 

ん として 一 羊 皮 を 争う。 各 M 背に 藉 ける 物と 言う。 恵 

がい わく、 これ 甚だ 弁じ 易しと。 すなわち 羊 皮 を 席上 



、- わ や 

不思議な 窟の中の 日の目を見ない 妖怪 国で、 野蛮人 

どもの 姦計に 落ち、 釣 天井に 圧殺され ようと は！ 無 

念 も 無念、 残念で は あるが、 これ も、 天命の しからし 

むる ところ か。 —— あ、 苦しい！ 息詰まる わい！」 

もう 一 押し 押されたなら、 紋 太夫の 体 は ひとた まり 

こなみじん 

もな く、 粉微塵に なろうと 思われた。 と、 その 時、 彼 

の 寝て いる 厚い 石畳の 真下に 当たって、 コッコ ッコッ 

コ ッと 音が した。 

こういう 危険の 場合に も、 紋 太夫 は 正気 を 失わない _ 

「はてな？」 と 耳 を 傾む ける。 

コッ コッコ ッコッ とその 音 は、 次第 次第に 高くな つ 



く 見掛ける、 それ は 西洋の 人間で あつたが、 いかにも 

意外 だと 云うよう に紋 太夫の 顔 を 見守つ ている。 これ 

ぞ 他なら ぬ ジョ— ジ. ホ— キン 氏で、 同氏が 酋長 オン 

コッコ のた め 神殿の 床下へ 押し込められ たこと は、 す 

でに 説明した 害で あるが、 その後 同氏 は その 床下に 地 

下道の ある こと を 発見し、 死中に 活路 を 得よう ものと 

無二無三に 突き進んだ 結果、 ほとんど 一 昼夜 を 費した 

ところで、 その 地下道が この 地点で 行き詰ま つたこと 

を 発見した。 そこで ふと 天井 を 眺めて 見た。 と、 平 石 

が 並べて ある。 長い 年月 を 経た ものと 見えて 石と 石と 

すきま 

の その 間にわず かながら も 隙間が あって、 そこから 光 



斬る と 同時に 紋 太夫 は 岩の 蔭へ 身 を 引いた が、 真に 

素早い 行動で ある。 しかし それに も 劣らなかった の は、 

斃れた 土人が 手に 持って いた 人骨 製の 短 槍 を、 岩の 蔭 

から 手 を 伸ばし、 素早く 攫った ホ— キン 氏の 動作で、 

槍 を 握る とその 槍で 二番 手の 土人の 胸 を 突いた。 

r ヮ— ッ」 と 云って ぶつ 仆れる 土人。 胸から 滾々 と 流 

れ 出る 血で、 土がぬ かるむ ほどで ある。 とまた パッと 

岩の 蔭から 躍り 出た のは紋 太夫で、 構え も 付けず 横な 

ぐり に 三番 目の 土人の 肩 を 斬った。 すなわち 袈裟 掛け 

にぶつ 放した ので ある。 「キヤ ッ」 というと その 土人 

は 酒樽の ようにぶ っ仆れ たが、 切 リロから ドク ドク 血 



歌声 はだん だん 近寄って 来る。 と、 一人の 少年が、 

活 撥に 木の間から 現われた が、 他なら ぬ ジョ— ジ. ホ— 

キン 氏の 子、 美少年の ジョンであった。 

「小父さんお いでよ！ 小父さん おいでよ」 

りゅうちょう 

流 暢な 土人 語で こう 呼ぶ と、 

「ジョンよ ジョンよ、 足が 速い のう、 二 歳に なった 牝 

鹿の よう だ」 

こう 云い 云い 出て 来たの は、 酋長 オン コッコ を 裏 

切って まで ジョンの 危難 を 救った ところの、 土人 祭司 

バタ チ カンであった。 

「あんまり ビヨン ビヨン 刎ね 廻って、 森の 外へ 出た が 



ゴ ルドン 大佐が まず 訊いた。 

かんぬし 

「土人の 神職で) J ざいます」 バ タチ カン は 英語で こう 

云った。 ジョン 少年から バタ チカ ンは、 速成に 英語 を 

学んだ ので 普通の 会話ぐ らい は 出来る ので ある。 

「貴様の 名 は 何ん と 云う？」 

「はい、 バタ チ カンと 申します」 

「仲間の 土人 は どこへ 行った？」 

「私、 一 向 存じません」 

「何、 知らぬ？ それ は 何故か？」 

「仲間に と つて この 私 は 裏切り者で ございます」 

「何 をして 裏切った？」 



「恐らく さようで > J ざいましょう」 

「地下の 世界と は どんな 世界 かな？」 

「恐ろしい 所で ございます。 神秘の 世界で ございま 

す」 

二十 二 

一 本 足の 大烏 はズ ンズン 海上 を 翔けて 行く。 

かい あやつ 

ジ ョ ン 少年 は 櫂 を 操 リドン ドン 小舟 を 進ませる。 

な のどか ひよ リ 

空 は 晴れ、 海 は ffl ぎ、 大変 長閑な 日和で ある。 

舟はズ ン ズ ン 進んで 行く。 



長い間 漕ぎ 続けた。 振り返って 見る と、 チ ブロン 島 

は 低く 海上へ 浮かんで いる。 海鳥が 無数に 飛んで いる。 

烏 は どこまでも 翔けて 行く。 

今の 時間に して 一 時間 余り ジョン 少年 は 漕ぎに 漕い 

だ。 その 時 二つの 大 岩が 行く手の 海に 現われた。 伝説 

にある 浮き 岩で ある。 岩の くせに 水に 浮いて いる。 そ 

ぶっか しぶき 

うして 互いに 衝突り 合い、 恐ろしい 泡沫 を 揚げて いる。 

ち J こ J 

その 泡沫 は 雪の ように 四辺の 海 を濛々 と 曇らせ、 行く 

手 をす つかり 蔽ぃ 隠して いる。 そうして 互いに 衝突 リ 

合う 音が 雷の ように 響き渡る。 

烏 は 一 一 つ の 浮き 岩の 間 を 電光の ように 翔け 過ぎた。 



そうして 背後 を 振り返つ たが、 ジョン 少年 を 呼ぶ か 

のように、 r コ—」 r コ—」 と啼 いた ものである。 

ちゅうちょ 

ジョン 少年 は 躊躇した。 岩の 間 を 乗り切る ことが 

困難そう に 思われた からだ。 で 彼 は 乗り切る の を 止め 

て、 一 つの 岩の 周囲 を 廻り 先へ 出ようと 考えた。 しか 

しその 間に 烏の 行方が 見失われたら どうしょう。 それ 

マ j そ 虻 蜂 捕らず である。 

「勇気、 勇気、 勇気が 大事 だ！ 冒険、 冒険！ 冒険 

に 限る！ 構う もの か 乗り切って しまえ！」 

ジョン 少年 は 決心した。 で 櫂に 力 を こめ、 岩と 岩と 

が 衝突り 合い、 やがて 離れた 一 髪の 間に ス— ッと ばか 



宝物 は、 この 陸の どこかに あるの かもしれ ない」 

岸の 木立ちへ 藤蔓で 舟 をし つかり 繫 いでから、 ジョ 

ン 少年 は 上陸した。 そうして 奥の 方へ 歩いて 行った。 

二十 三 

こじき 

間もなく 一 つの 河へ 来た。 河岸に 乞食が 転がって い 

る。 老い 衰えた 土人 乞食で、 手足 は 垢 黒み 衣裳 は 破れ、 

きたな 

悪臭が プンプン 句って 来る。 とても 穢ぃ 乞食で あつ 

たが、 ジョン 少年 を 呼び掛けた。 

「小僧、 ^僧、 ちょっと 待て！」 



葉 は 使う けれど、 人種 は 土人で はなさそう である。 

「怪しい 者ではありません」 ジョン 少年 は 急いで 云つ 

た。 

「道に 迷った 子供です」 

「いやい や 貴様 は 泥棒 だ ろう！ また 聖典 を 盗みに 来 

たな！」 不思議な 男 はまた 怒鳴った。 「貴様 は 蛇使い 

の 一 味だろう £:」 

「そんな 者ではありません。 僕 は 英国の 少年です。 

ジョン • ホ— キンと 云う 子供です」 

「嘘 を 云え 悪者め！ が、 子供な ど は 相手に しない。 

サッサ とこ こ を 立ち去る がいい。 そうして 蛇使いの 婆 



「隠された 宝庫 を 探す ためにね？」 

「やはり 君達 もそう なんです か」 ジョン 少年 は 眼 を 円 

くした が、 「そうして 宝 は 見付かりました か？」 

「もう 一 息と いうと ころで とうとう 失敗した のです よ- 

…… つまり 聖典 を 盗まれた のでね」 

「その 聖典と は どんな ものです？」 

「漢文で 書かれた 本です よ」 

「漢文と いうと 支那の 文章です ね」 

「ええそう です 支那の 文章です。 …… その 聖典に は、 

益になる 話が 数 限りなく 書いて あるので す。 …… 大事 

な 大事な 本な のです」 



一 方ジョ ー ジ . ホ ー キン 氏 は、 地下 人 ども を 相手と 

し、 人骨 製の 槍 を もって、 悪戦苦闘 を 続けて いた。 五 

すうこん こうむ 

人の 土人 を 突き 伏せた 時、 自分 も 数 痕を蒙 つたが、 そ 

んな 事に はビク ともしない。 さらに 敵中へ 飛び込んで 

行った。 その 時、 耳朶 を 貫いた のが 大 爆発の 音響で あ 

る。 

これに はホ— キン 氏 も 驚いた が、 一 層 驚いた の は 土 

人達で、 ヮッ という 悲鳴 を 上げる と共に 十 間 余り も 逃 



手に入れ たので ござる」 

二十 七 

大和 節 斎 は 演説 を 続けた。 II 

「さよう、 拙者 は 上海 において、 珍ら しい 書物 を 手に 

入れました。 孔子 以後 現代までの 聖人 賢人 悪人 どもの 

知識に ついて 書き記し たもので、 この 本 一冊 持って い 

さえしたら、 世界の あらゆる 出来事 はさながら 掌 上 を 

指す がごと く 理解 出来る ので ございます。 で、 拙者 は 

この 書物 を 『聖典』 と 呼ぶ ことに 致しました。 さて、 



その 聖典の 暗示に よって、 この 島の どこかに 大 宝庫が 

おぶ 

ぁリ、 発掘 を 待って いると いう こと を、 朧ろ 気ながら 

知る こと を 得た の は 十数 年 前の ことであって、 その 時 

以来 この 島へ 移住し、 土人 どもと 交際 をし 今日まで 暮 

らして 参りました。 最近 聖典 を 失いました ため、 一 時 

ほうてき 

研究 を 放擲し ましたが、 大挙して 諸君が 参られた から 

は、 再び 勇気 を 揮い 起こし、 所期 を 貫徹 致すべく 努力 

する つもりで，) ，- ざいます」 

ここで 彼 は 一 咳した が、 

「さて、 ついては 今日まで、 十数 年間 この 島に 関して、 

研究 致しました 成績に ついて、 あらかた お話し 致し ま 



に 乗り、 海上 遙 かに 漕ぎ出した。 

風 もない 夏の 海 は、 蒼く 平らに トロ リと 澄んで、 魚 

の 影 さえ 透いて 見える。 

烏 は 二人 を 1誘 うかのよ うに、 時々 こっち を 振り返つ 

て 見て は悠々 翼 を羽搏 いた。 そうして 千切れる ように 

時々 啼 いた。 

烏と 舟と は 空と 海と で 永い 間 競争した。 二 時間の 余 

も 競争した。 

その 時、 舟の 行く手に 当たって、 例の 浮き 岩が 見え 

て 来た。 

「日出 夫君、 日出 夫君、 浮き 岩 だよ」 



まで 続いて いた。 

二人 は ズンズ ン舟を 進めた。 舟が 進む に 従って 水路 

は 次第に 広くな り、 やがて 一 つの 湾へ 出た。 

湾の 円周 五 丁 もあろう か、 その 中央と 思われる 辺に 

小さな 島が 浮き出て いた。 

「や あ 小ち や い 島が あら あ」 

「おやおや 烏が あんな 所に いるよ」 

一 本 足の 大 烏が、 島の 頂の 木の 枝で、 羽根 を 畳んで 

休んで いた。 

なぎさ 

二 少年 は 舟 を 出て、 島の 渚へ 下り立った。 

島 は 美しく 可愛らしく 周囲 一 町 もな さそう であった _ 



r チ ブロン 島の 宝庫」 なのであった。 

そこで 二人 は 舟へ 乗り、 急いで 外海へ 出ようと した。 

「おや、 あんな 所に 階段が あるよ！」 

とりま 

こう 云いながら ジョ ン 少年 は、 湾をグ ルリと 囲繞い 

ほらあな 

ていた 洞窟の 内壁 を 指差した。 

洞窟の 内壁 を 上の 方で 斜めに 階段が 出来て いた。 そ 

の 上層 は 闇に 鎖 ざされ ほとんど 見る ことが 出来な か つ 

た。 

好奇心の 強い 二 少年が これ を見遁 がす 訳がない。 一 一 

人 は 舟 を 岸へ 着ける と 揃って 階段 を 上へ 登った。 



三十 

やがて 二人 は 登り 尽くし、 不思議な 神秘的な 平原へ 

出た。 蒼白い 光が 充ち 満ちて いた。 丘 も あれば 林 も あ 

リ、 人家 も あれば 人声 もした。 

これ ぞ 地下の 世界であった。 

眼の 前に こん もりとした 森が あり、 一宇の 神社が 

建って いた。 

い つるぎ やしろ 

活き 剣 を祀 つた 社 であった。 

たいまつ 

と、 忽ち 松 火の 火が こっち を 目が けて 走って 来た。 

土人が 一 一人 を 目！ IE けたので あった。 
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